成人の神経発生：恐怖から知識が生まれる
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（児玉先生のお話はとても専門的だったので、あらかじめいただいていた概要をここに載せます。この概要をさらに短くしたものをホームページに載せていました。お話の前半部分は細胞分裂の詳細な仕組みについての話だったと思いますが、狐崎がようやく把握できたかと思う断片的なことを児玉先生の概要の後に書き加えてみました。）
　ネット上の「脳科学辞典」では、ニューロン新生をつぎのように書いています。
「ニューロン新生とは神経幹細胞と呼ばれるニューロンの素となる細胞がニューロンへ分化する事である。19世紀後半、ラモ二・カハールによりニューロンが発見されて以来、長らくニューロン新生は胎生期から幼年期において生じ、成体期では生じないと考えられていた。しかし、成体脳においても、記憶にかかわる海馬体の歯状回部位において、個体の生涯を通じて新しくニューロンが生み出されていることが明らかになった。」

　先端研の穴井元惟准教授は、東大病院在籍時代に、栄養の制御にかかわるAKT というリン酸化酵素の研究をしていて、それと相互作用するＡＰＥというタンパク質を同定しました。APEの欠損するマウスを作成したところ、乳幼児期の発育に問題はあるものの、それをこえて成長すると、生存するマウスができました。このマウスでは、出生時の海馬の腹側、扁桃核と投射する部分は正常なのですが、背側の大脳皮質とネットワークをつくる海馬の部分に異常があり、出生後の海馬の形成がうまくすすんでいないと考えられています。

　そのマウスの行動異常をみると、新しい環境にはいるとジッと動かなくなり、３０分くらいしてから、動き回るような臆病な様子がみられます。２０１４年にノーベル賞を受賞したモーザー博士夫妻の研究では、不安にかかわる行動は海馬の腹側がにない、空間認識にかかわる行動は、海馬の背側が担っていることが示唆されています。海馬の腹側を破壊すると高所で危険な行動をとるようになり、海馬の背側を破壊すると、場所の記憶が落ちるという行動の解析があります。

　今のマウスの解析で、我々は、生まれるまでに不安や恐怖は本能のように刷り込まれており、これをデフォールトとして、徐々に経験を広げて、大胆な行動をとれるようになるのが神経系の発達ではないかと考えています。分子生物学的に見ると、中心体、基底体、繊毛のシステムが神経突起の形成の方向性にかかわっていると考えられ、そうした研究をご紹介したいと思います。
断片メモ（狐崎記）
・生物（の脳）は最初から出来上がっている、という「生起説」、すべてはDNAで決まっているという説があるが、それはちがう。
・生物は周囲の環境、すなわち物質、エネルギーからのフィードバックが重要。
・DNAの進化ということも言われるが、DNAの進化と言うことありえない。DNA⇒RNA⇒タンパク質で、たんぱく質に周囲のフィードバックがあって変化が起こり、それがRNA,DNAの変化につながる。
・DNAは安定にデータを保持、保存するための道具。
・大事なことは、細胞分裂。細胞分裂の要素は、核と小胞体と基底体
・中心は核でも小胞体でもない。
・基底体と繊毛がひとつーーー植物　　　基底体と繊毛がふたつーーー酵母、動物
・微小管とアクチンとフィラメントーーーー細胞分裂の要素
・繊毛ーーー生物にとって重要。　繊毛で動く単細胞生物。網膜の感光細胞や耳のカタツムリ管の中のいろいろな長さの繊毛など。
・（神経細胞の元も繊毛？）
・基底体タンパク質が成人の神経形成を制御
・生まれる前に神経系の基本は出来ている。生まれる前からある「恐怖」や「不安」をベースとして、生まれた後の経験から、記憶と知識のネットワークが形成される。
・カハール仮説：ニューロンは生後減り続けるだけ
・アルトマン仮説：生後もニューロンは増える。海馬と嗅球ではニューロンが作られ続ける
・海馬の腹側ーー生まれつきの恐怖感　　　背側ーー経験的恐怖感　　腹側は扁桃体と結合
・ニューロンの出力ーー軸索　アクソン　　長いのは１ｍ以上（背骨の中を通る）
・神経系の中からいかにして「意識」が生じるか
・アポトーシスは　　指の形成　　血管の形成　に重要　　（指は生えるのではなく、指と指の間の細胞が自死（アポトーシス）して形成される。
・血管：　体の組織を通してのｄｉｆｆｕｓｉｏｎ〈拡散）では５ｍｍ位しか酸素や養分が届かない。だから血管。
・血管を使うようになった時の問題は出血。出血が起こったら瞬時に血液凝固が始まり、血液の損失を最小限に止める。血管の内側は抗凝固剤で覆われている。
・血管の生成は、ＤＮＡのルールに従うが、出来た血管の形状はばらばら。双子でも血管の形状は違う。－－－指の静脈の形状でのひと認証ができる。双子でも区別できる。
Q&Aの中から
・AIが人を追い抜くことはあり得ない。脳の（潜在）能力はそんなものではない。
・福島の放射線対策についての国会発言が有名になったが、、、、おかげでそれからずっと土日のない生活。福島の２地域の除染の責任者として活動中。
・ものごとは、ｍｉｌｄにやらないと進まない。　例：足尾銅山では田中正造が急進的に始めたが、いまだに山は緑になっていない。宇部では穏やかに進めて、いまでは山は緑になっている。
